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第２期宮城県医療費適正化計画（最終案）の概要 

 

１ 計画の趣旨 

「高齢者の医療の確保に関する法律」（昭和 57 年法律第 80 号）の規定に基づき，

県民生活の質の維持及び向上を確保しつつ，医療の効率的な提供の推進により，将来

にわたって医療費の伸びを適正化することを目的とし，５年を１期として策定。 

平成 20年度から 24年度までの第１期計画が終了することから，国の基本方針を踏

まえ，第２期計画を策定する。 

 

２ 基本方針等の主な改正点 

（１）「医療に要する費用の見通し」以外の目標（特定健診・保健指導の実施率，平均

在院日数の短縮等）について，任意的記載事項とされた。 

（２）療養病床の数は機械的に削減せず，医療提供体制の分担，在宅医療の推進，医療・

介護の連携強化等により，入院期間の短縮を目指すこととされた。 

 

３ 計画期間  平成２５年度から平成２９年度までの５年間 

 

４ 基本理念  

（１）県民生活の質の向上や良質な医療の提供を確保するものであること。 

（２）超高齢社会の到来に対応するものであること。 

 

５ 目指すべき取組と目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 県民の健康の保

持の推進 

方向性 主な取り組み 数値目標 

（平成 29年度） 

○特定健診実施率 70% 

○特定保健指導 

実施率 45% 

○メタボ該当者・ 

予備群の減少率 25% 

○成人の喫煙率 

男性 20%，女性 6% 

(1)一次予防の推進 

・適正体重の維持とバラン

スの取れた食生活・食習

慣の実現 

・身体活動・運動量の増加 

・高齢者の生きがいづくり

と社会参加 

・たばこ及びアルコール対

策 

・歯と口腔の健康づくり 

 

(2)二次予防の推進 

○平均在院日数 26.4 日 

(介護療養病床 

を除く全病床) 

○後発医薬品 

の数量シェア 

：当面の間，30％ 

２ 医療の効率的な

提供の推進 

(1)受診の適正化（重複受診

対策等） 

(2)平均在院日数の短縮 

(医療連携体制の構築) 

(3)在宅医療の推進 

(4)後発医薬品の使用促進 

(5)ＩＴ化の推進 



６ 計画期間における医療費の将来見通し 
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７ 今後の予定 

平成 25年４月  第２期宮城県医療費適正化計画 公表 


